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1. はじめに 

 サルモネラ（Salmonella enterica）には 2,500
種類以上の血清型が存在し，ヒトに病原性を示

す S.enterica の亜種 I には固有の名称が付与さ

れている。サルモネラは，細菌性食中毒の主要

な原因菌のひとつであり，血清型は重要な疫学

的指標として，食中毒対策や感染症のサーベイ

ランスに役立っている。  
2021 年は県内でもサルモネラを原因とする

集団食中毒事例が発生した。そこで，本報では

2021 年に当センターで確認したサルモネラの

各血清型の検出状況を報告する。また，食中毒

を引き起こした血清型 Infantis について，その

分子疫学解析の結果を併せて報告する。  
 

2. 方法  
2.1 対象 

 2021 年に感染症発生動向調査事業により県

内の医療機関から収集したサルモネラ菌株及び

食中毒疑い事例で検出したサルモネラ菌株を対

象とした。 

 

2.2 血清型別試験 

血清型別試験は，サルモネラ免疫血清「生研」

（デンカ）を使用して行った。  
 

2.3 分子疫学解析 

分子疫学解析をパルスフィールド電気泳動法

（PFGE）により行った。制限酵素には，XbaI と
BlnI を使用した。機器は CHEF DR Ⅱ (Bio-Rad)
を使用し，0.5×TBE buffer にて電圧 6.0V/cm，パ

ルスタイム 2.2～63.8 秒，14℃で 19 時間，電気

泳動を行った。 

 

3．結果 

3.1 サルモネラの検出状況 
 2021 年に感染症発生動向調査で検出したサ

ルモネラは 16 株で，9 種類の血清型に分類され

た。Infantis，Typhimurium，及び Newport が各 3
株で検出数が多く，特に Infantis はすべて 8 月

に確認された（図 1）。  

図１ 秋田県におけるサルモネラ検出状況

（2021 年） 

表 1 食中毒疑い事例の概要 
a) 有症苦情

発生時期 2021年3月

発生施設 不明

原因食品 不明

病因物質 サルモネラ

　血清型 Infantis
患者数 3名
検査状況

　菌陽性者／患者便 2/2

　菌陽性者／従事者便 1/5（利用した飲食店従事者）

b) 食中毒

発生時期 2021年8月

発生施設 旅館

原因食品 不明(調理、提供した食事)

病因物質 サルモネラ

　血清型 Infantis

患者数 105名

検査状況

　菌陽性者／患者便 7/11

　菌陽性者／従事者便 2/6

　菌陽性数／検食 0/4

　菌陽性数／拭取り 0/10

疫学情報

疫学情報
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 サルモネラが検出された食中毒疑い事例は，

2021 年 3 月に発生した有症苦情と 8 月に発生し

た旅館を原因施設とする食中毒の 2 事例であっ

た。いずれの事例についても原因となったサル

モネラの血清型は Infantis であった（表 1）。 
 
3.2 Infantis の PFGE 解析 
 感染症発生動向調査事業及び食中毒疑い事例

で検出したサルモネラ計 15 株について，XbaI
と BlnI の 2 種類の制限酵素を用いて PFGE を行

った結果，どちらの制限酵素を用いた場合でも

すべての菌株の PFGE パターンが一致し，相同

性の高い菌株であることが確認された（図 2）。 
 
4. 考察  

国立感染症研究所の病原体検出情報による

と，2021 年の全国における主要なサルモネラの

血 清 型 は ， Typhimurium ， Schwarzengrund ，

Infantis，及び Thompson の 4 種類となっている 1）。

秋田県においては感染症発生動向調査で検出さ

れ た サ ル モ ネ ラ は 16 株 と 少 な く ，

Schwarzengrund は 確 認 さ れ な か っ た が ，

Thompson が 2 株，Typhimurium と Infantis はそ

れぞれ 3 株確認された。特に，Infantis について

は集団食中毒も発生しており，県内におけるサ

ルモネラの主要な血清型と考えられた。  
PFGEによる分子疫学解析の結果，感染症発生

動向調査事業及び2つの食中毒疑い事例の検査

で確認されたInfantisの菌株は，すべてPFGEパ

ターンが一致し，相同性の高い菌株であった。

感染症発生動向調査事業で検出された Infantis
は集団食中毒の発生した8月に検出されており，

集団食中毒との関連が疑われた。実際，そのう

ちの1株については，医療機関からの情報提供に

より食中毒の原因施設の利用者由来であること

が確認されている。ただし，サルモネラは各血

清型において菌株の相同性が高いことが知られ

ている。そのため，疫学的に関連のない事例に

由来する菌株であっても同様なPFGEパターン

を示す場合があることから，PFGEの結果のみで

事例間を関連付けないように注意が必要であ

る。 

Infantisは，分離された家畜等の種類によって

は固有の優勢となるPFGEパターンが存在する

ことが報告されている2, 3)。そのため，PFGEパ
ターンが一致している場合は，由来となった畜

種が近いことが想定される。2021年に県内で

Infantisが検出された事例については，いずれも

感染源は特定されていないが，Infantisはブロイ

ラーや豚での検出率が高いことから2)，感染源

としてはこれらの畜産物が可能性の一つとして

考えられた。 

 

4. まとめ 

2021 年に県内では，血清型 Infantis によるサ

ルモネラの感染事例や集団食中毒が発生した。

図 2 Infantis の PFGE パターン  
Lanes, M: DNA size standard λ ladder, 1-3: 有症苦情由来株, 4: 感染症

発生動向調査由来株（秋田市保健所管内, 8/10 採取）, 5-13: 集団食中

毒由来株, 14: 感染症発生動向調査由来株（大館保健所管内, 8/10 採

取）, 15: 感染症発生動向調査由来株（横手保健所管内, 8/11 採取）. 
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PFGE による分子疫学解析により，菌株の相同

性の高さが示され，共通した感染源が存在した

可能性が示された。  
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